
● ２分法解説 ● 
 
２分法により方程式 f(x)=xP – aの f(x)=0の xの値を求める。 
 ２分法は上限値、下限値を定め仮定値を狭めて解を求める方法で計算に時間を要するが、原理

が簡単である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 A フロー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 B ２分法説明図 
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